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各
種
の
公
共
料
金
に
つ
い
て

は
、
平
成
１８
年
度
か
ら
統
一
さ
れ

た
新
た
な
公
共
料
金
体
系
を
適
用

し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
受

益
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
や
、
将
来

の
収
支
見
通
し
等
を
見
据
え
つ
つ

検
討
し
て
き
ま
し
た
。
議
会
の
特

別
委
員
会
で
の
議
論
を
経
て
、
本

議
会
に
関
係
条
例
の
改
正
案
を
提

案
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
介
護
保
険
料
は
、
国
の

制
度
改
正
の
内
容
が
判
明
す
る
時

期
と
の
関
係
で
３
月
議
会
に
提
案

す
る
予
定
で
す
。（
各
種
公
共
料

金
に
つ
い
て
は
４
・
５
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）

市

政

の

窓

１２
月
１
日
の
平
成
１７
年
１２
月
吉
野
川
市
議
会
定
例
会
開
会
日
、
川
真
田
市
長
は
、
平
成
１７

年
度
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
進し

ん

捗
ち
ょ
く

状
況
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
そ
の
所
信
を
表
明

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
市
議
会
に
理
解
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

は
、民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
コ
ス
ト
削
減

を
実
現
す
る
た
め
、
本
議
会
に
、

施
設
ご
と
の
具
体
的
な
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
提
案
し
て
い

ま
す
。（
各
施
設
の
指
定
管
理
者

は
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

市長に答申する野村行財政審議会会長

バンブーパーク

ふいご温泉

川
島
城

公
共
料
金

指
定
管
理
者
制
度

行
財
政
改
革

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
去

る
１１
月
２２
日
に
行
財
政
審
議
会
か

ら
受
け
た
答
申
に
沿
っ
て
、現
在
、

具
体
的
な
行
革
の
実
施
計
画
を
策

定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
、
こ
の
実
施
計
画
に
基
づ

い
て
「
事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム

の
導
入
」「
指
定
管
理
者
制
度
等

の
活
用
に
よ
る
民
間
活
力
の
積
極

的
な
導
入
」「
職
員
定
数
の
削
減

等
を
通
じ
た
人
件
費
の
抑
制
」

「
滞
納
整
理
や
受
益
者
負
担
原
則

の
確
立
に
よ
る
公
平
性
に
配
慮
し

た
自
主
財
源
の
確
保
」「
職
員
の

意
識
を
改
革
し
組
織
と
し
て
そ
の

能
力
を
引
き
出
し
て
い
く
た
め
の

目
標
管
理
制
度
」
や
「
人
事
評
価

シ
ス
テ
ム
の
導
入
」
等
を
着
実
に

進
め
て
い
き
ま
す
。
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旧
町
村
ご
と
に
異
な
っ
て
い
た

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て

は
、
次
の
方
向
で
調
整
し
て
い
ま

す
。

①
市
行
政
を
補
完
す
る
役
割
を
効

率
的
に
果
た
し
て
い
る
団
体

や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
積
極

的
な
活
動
を
展
開
し
、
ま
ち
づ

く
り
に
寄
与
し
て
い
る
団
体
等

へ
の
補
助
に
つ
い
て
は
継
続
す

る
。

②
旧
町
村
ご
と
に
取
り
扱
い
を

「
異
」
に
し
て
い
た
も
の
に
つ

い
て
は
公
平
性
の
観
点
か
ら
整

理
統
合
を
図
る
。

③
時
代
の
趨
勢

※
す
う
せ
い
に
応
じ
て
そ
の
必

要
性
が
薄
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
も
の
に
つ
い
て
は
削
減
・
廃

止
す
る
。

※
趨
勢
…
物
事
の
進
み
向
か
う
様

子
。
動
向
。
な
り
ゆ
き
。

市
の
「
総
合
計
画
」
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
市
内
の
諸
団
体
の
代

表
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
吉
野

川
市
み
ら
い
づ
く
り
懇
話
会
」
や

「
各
地
域
審
議
会
」
の
意
見
を
踏

ま
え
て
原
案
を
策
定
中
で
す
。
年

明
け
に
は
議
会
に
も
お
示
し
し
、

今
年
度
中
に
確
定
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
厳
し
い
財
政
見
通

し
を
反
映
し
て
、
行
革
色
の
濃
い

も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
地
域

の
将
来
を
見
据
え
、
子
育
て
支
援

の
充
実
や
地
域
情
報
化
の
推
進

等
、
市
の
あ
る
べ
き
方
向
性
を
打

ち
出
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
事
務
執
行
に
お
い

て
、
両
助
役
の
合
議
制
を
採
っ
て

い
ま
し
た
が
、
合
併
後
１
年
以
上

が
経
過
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
合
併

後
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
見
え
て
き

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
両
助
役
で
事

務
を
分
担
し
て
行
う
こ
と
に
し
ま

し
た
。

事
務
執
行
の
能
率
的
運
営
を
図

る
と
と
も
に
、
意
思
決
定
を
効
率

的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

国
全
体
と
し
て
は
景
気
回
復
の

兆
し
は
見
え
る
も
の
の
、
な
お
厳

し
い
地
域
経
済
の
現
状
や
国
の
行

財
政
改
革
の
進
展
を
み
る
と
、
本

市
に
お
い
て
も
大
幅
な
増
収
を
見

込
む
こ
と
は
で
き
ず
、
市
財
政
の

状
況
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
す
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
後
、
地

方
分
権
が
進
む
中
で
、
ま
す
ま
す

自
律
的
・
効
果
的
・
効
率
的
な
行

政
運
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
平
成
１８
年
度
当

初
予
算
の
編
成
に
当
た
っ
て
は
、

事
務
事
業
評
価
の
試
行
な
ど
、
従

来
以
上
に
施
策
を
厳
し
く
選
択

し
、
事
務
事
業
全
般
に
わ
た
り
見

直
し
を
行
う
と
同
時
に
、
可
能
な

限
り
の
歳
入
確
保
と
経
費
の
節

減
・
合
理
化
に
努
め
ま
す
。

真
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や

地
域
の
発
展
に
資
す
る
も
の
で
あ

る
か
、
費
用
対
効
果
は
ど
う
か
な

ど
の
観
点
か
ら
そ
の
必
要
性
を
吟

味
し
、
よ
り
重
点
的
、
創
造
的
、

効
果
的
な
予
算
に
な
る
よ
う
取
り

組
み
ま
す
。

12月５日に開催した鴨島地区地域審議会の様子

今
後
、
風
水
害
や
東
南
海
・
南

海
地
震
等
の
大
規
模
災
害
へ
の
備

え
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
市
単
独
で
十
分
な
応
急
措

置
を
実
施
で
き
な
い
場
合
に
備
え

て
、
同
時
被
災
の
可
能
性
が
低
い

鳥
取
県
倉
吉
市
と
、
相
互
応
援
に

関
す
る
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。（
関
係
記
事
を
９
ペ

ー
ジ
に
掲
載
）

９月の台風14号で増水した岩屋谷川（山川町川田）

防災訓練の様子

各
種
団
体
へ
の
補
助
金

市
の
総
合
計
画

防
災

助
役
の
事
務
分
担

平
成
18
年
度
予
算
編
成
方
針



◇
平
成
16
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

◇
平
成
16
年
度
吉
野
川
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
な
ど
特
別
会
計
の
決
算
認
定

９
件

（
決
算
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
は
、

次
号
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で

す
。）
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専
決
処
分
の
承
認

◇
平
成
17
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

台
風
１４
号
被
害
に
よ
る
災
害
復

旧
に
必
要
な
経
費
を
計
上
し
ま
し

た
。既

定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
２
５

２
万
１
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総

額
を
１
８
９
億
４
８
０
３
万
５
０

０
０
円
と
し
ま
し
た
。

決
算
認
定

◇
吉
野
川
市
特
別

職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条

例
農
業
委
員
会
の

選
挙
に
よ
る
委
員

の
在
任
特
例
期
間

が
満
了
し
た
こ
と

に
よ
り
、
農
業
委

員
の
報
酬
額
を
改

定
し
ま
し
た
。

◇
吉
野
川
市
職
員

の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

徳
島
県
人
事
委
員
会
が
県
に
勧

告
し
た
内
容
を
参
考
に
、
市
の
一

般
職
員
の
給
与
を
平
均
０
・
３

７
％
引
き
下
げ
、
勤
勉
手
当
を

０
・
０
５
カ
月
分
引
き
上
げ
ま
し

た
。

◇
吉
野
川
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

合
併
後
、
旧
町
村
間
で
異
な
っ

て
い
た
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率

を
、
平
成
１８
年
度
か
ら
次
の
と
お

り
統
一
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

条
例

【改正前】 
【
国
民
健
康
保
険
税
率
】 

【改正後】 

吉野川市 

所得割額 

資産割額 

均等割額 

平等割額 

所得割額 

資産割額 

均等割額 

平等割額 

9.8％ 

40.0％ 

25,000円 

26,000円 

1.12％ 

6.50％ 

4,500円 

6,000円 

医
療
給
付
費
分 

介
護
納
付
金
分 

鴨島町の 
区域 

所得割額 

資産割額 

均等割額 

平等割額 

所得割額 

資産割額 

均等割額 

平等割額 

9.8％ 

40.0％ 

26,000円 

28,000円 

1.12％ 

6.50％ 

4,500円 

6,000円 

川島町の 
区域 

11.0％ 

50.0％ 

25,000円 

26,000円 

2.00％ 

2.00％ 

6,000円 

6,000円 

山川町の 
区域 

12.0％ 

50.0％ 

25,000円 

25,000円 

2.00％ 

2.00％ 

5,000円 

5,000円 

美郷の 
区域 

11.0％ 

90.0％ 

22,000円 

28,000円 

1.50％ 

25.00％ 

5,000円 

5,000円 

医
療
給
付
費
分 

介
護
納
付
金
分 

平成17年12月市議会定例会が12月１日から19日
までの19日間の日程で開催され、市長が提案した
61議案すべてが原案どおり可決・報告等されまし
た。主な議案は次のとおりです。

議会だより
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◇
平
成
17
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

市
職
員
の
給
与
を
改
定
す
る
こ

と
に
伴
う
予
算
の
減
額
で
す
。

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
５

７
７
万
２
０
０
０
円
を
減
額
し
、

総
額
を
１
８
９
億
２
２
２
６
万
３

０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
17
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

が
け
崩
れ
対
策
工
事
、
台
風
被

害
に
よ
る
市
営
住
宅
や
教
育
施
設

等
の
修
復
工
事
な
ど
を
計
上
し
ま

し
た
が
、
社
会
福
祉
費
関
係
で
余

剰
す
る
と
見
込
ま
れ
る
費
用
を
減

額
し
た
た
め
予
算
総
額
は
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億

３
０
７
９
万
６
０
０
０
円
を
減
額

し
、
総
額
を
１
８
７
億
９
１
４
６

万
７
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
内
容
の
主
な
も
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
が
け
崩
れ
防
災
工
事

１
９
３
５
万
円

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
屋
根

改
修
工
事

８
５
０
万
円

補
正
予
算

【改正前】 【改正後】 

【改正前】 【改正後】 

区分 

口径 

基本料金 

基本水量 

超過料金 
（１m３につき） 

13mm 
20mm 
25mm 
30mm 
40mm 
50mm 
75mm 
100mm

13mm 
20mm 
25mm 
30mm 
40mm 
50mm 
75mm 
100mm

吉野川市 

吉野川市 

997円 

10　 

135円 
53円 
100円 
105円 
150円 
200円 
735円 
1,050円 
1,500円 

42,000円 
84,000円 
126,000円 
210,000円 
358,050円 
558,600円 
1,257,900円 
2,486,400円 

水
道
料
金 

メ
ー
タ
ー
使
用
料 

口径 
13mm 
20mm 
25mm 
30mm 
40mm 
50mm 
75mm 
100mm

鴨島町 
42,000円 
99,750円 
155,400円 
223,650円 
397,950円 
620,550円 
1,398,600円 
2,486,400円 

川島町 
42,000円 
89,250円 
139,650円 

－ 
358,050円 
558,600円 
1,257,900円 

－ 

山川町 
42,000円 
84,000円 
126,000円 
210,000円 
420,000円 
735,000円 

－ 
－ 

区分 

基本料金 

基本水量 

超過料金 
（１m３につき） 

 

13mm 
20mm 
25mm 
30mm 
40mm 
50mm 
75mm 
100mm

鴨島町 

1,050円 

10　 

105円 
63円 
126円 
136円 
210円 
262円 
1,260円 
1,470円 
1,890円 

水
道
料
金 

メ
ー
タ
ー
使
用
料 

川島町 
家事用 
官公署用 
学校用 
家事用 
官公署用 
学校用 

山川町 

997.5円 

10　 

136.5円 
52.5円 
99.7円 
105円 
－ 

199.5円 
735円 
1,050円 

－ 

1,155円 
1,890円 
13,440円 
10　 
10　 
100　 
189円 
52円 
105円 
315円 
525円 
682円 
1,365円 
3,360円 

－ 

◇
吉
野
川
市
上
水
道
給
水
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

合
併
後
、
旧
町
村
間
で
異
な
っ

て
い
た
水
道
料
金
・
加
入
金
な
ど

◇
吉
野
川
市
簡
易
水
道
事
業
給
水

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

合
併
後
、
旧
町
村
間
で
異
な
っ

て
い
た
簡
易
水
道
加
入
金
な
ど

を
、
平
成
１８
年
度
か
ら
次
の
と
お

り
統
一
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

【
簡
易
水
道
加
入
金
】

【改正前】 【改正後】 

口径 
13mm 

20mm 

25mm 

30mm 

40mm 

50mm 

吉野川市 
42,000円 

84,000円 

126,000円 

210,000円 

358,050円 

558,600円 

口径 
13mm 

20mm 

25mm 

30mm 

40mm 

50mm 

山川町 美郷 

一律 
50,000円 

42,000円 

84,000円 

126,000円 

210,000円 

420,000円 

735,000円 

を
、
平
成
１８
年
度
か
ら
次
の
と
お

り
統
一
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

※
注
意
…
改
正
後
の
水
道
料
金
・

メ
ー
タ
ー
使
用
料
は
、
４
月
使
用【

上
水
道
加
入
金
】

【
水
道
料
金
・
メ
ー
タ
ー
使
用
料
】

分
（
５
月
検
針
・
６
月
請
求
分
）

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
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成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
２０
歳
か
ら
６０
歳
ま
で
の
す
べ

て
の
方
が
加
入
す
る
公
的
制
度
で

す
。み

ん
な
の
将
来
、
自
分
の
未
来

の
た
め
に
国
民
年
金
に
加
入
し
、

保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

年
金
の
種
類
と
保
険
料

〈
第
１
号
被
保
険
者
〉

自
営
業
者
、
農
業
者
、
学
生
な

ど
で
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め

ま
す
。
月
額
１
万
３
５
８
０
円
で

す
。（
毎
年
４
月
に
月
額
２
８
０

円
ず
つ
引
き
上
げ
、
最
終
的
に
１

万
６
９
０
０
円
に
固
定
さ
れ
ま
す
。）

〈
第
２
号
被
保
険
者
〉

会
社
員
、
公
務
員
な
ど
で
、
厚

生
年
金
や
共
済
年
金
に
加
入
し
保

険
料
を
納
め
て
い
ま
す
の
で
別
途

個
人
で
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
ぞ
れ
月
収
に
応
じ
て
給

国
民
年
金
だ
よ
り

与
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

〈
第
３
号
被
保
険
者
〉

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
で
、
第
２
号
被
保

険
者
が
加
入
す
る
制
度
全
体
で
保

険
料
を
負
担
し
て
い
る
の
で
、
個

人
で
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。（
こ
れ
に
該
当
す
る
場
合
は
、

第
２
号
被
保
険
者
が
勤
務
す
る
事

業
所
を
通
じ
て
、
第
３
号
被
保
険

者
関
係
届
を
社
会
保
険
事
務
所
に

提
出
し
ま
す
。）

便
利
な
口
座
振
替
や
免
除
制
度

【
口
座
振
替
】

保
険
料
の
納
付
は
便
利
で
確
実

な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

【
学
生
納
付
特
例
制
度
】

学
生
（
学
校
教
育
法
に
規
定
さ

れ
る
学
校
等
）
に
つ
い
て
は
、
在

学
中
の
保
険
料
を
猶
予
す
る
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

【
免
除
・
猶
予
制
度
】

学
生
以
外
の
方
で
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
は
、
全
額
・
半

額
免
除
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予

制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

℡
０
８
８
（
６
５
２
）
２
８
０
０

市
国
保
年
金
課
℡
○22
２
２
１
３

問
い
合
わ
せ

施
設
管
理
組
合

◇
吉
野
川
市
小
中
学
校
パ
ソ
コ
ン

等
機
器
整
備
事
業
の
物
品
購
入

市
内
小
中
学
校
に
パ
ソ
コ
ン
を

整
備
す
る
た
め
、
指
名
競
争
入
札

の
落
札
業
者
で
あ
る
四
国
通
建
株

式
会
社
徳
島
支
店
と
２
億
４
１
５

０
万
円
で
購
入
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

◇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

尾
方
秋
春
氏
の
任
期
満
了
に
よ

る
後
任
者
と
し
て
、
次
の
方
を
任

命
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

上
野
準
二（
う
え
の
・
じ
ゅ
ん
じ
）

氏
＝
５２
歳
、
美
郷
字
大
野

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

教
育
委
員
会
委
員
長
の
交
代

志
摩
教
育
委
員
会
委
員
長
の
任

期
が
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
１１

月
２５
日
に
開
か
れ
た
教
育
委
員
会

の
臨
時
会
に
お
い
て
、
委
員
に
よ

る
互
選
の
結
果
、
田
島
淳
次
（
た

じ
ま
・
じ
ゅ
ん
じ
）委
員
＝
５４
歳
、

山
川
町
湯
立
＝
が
新
た
に
委
員
長

に
な
り
ま
し
た
。

野
川
市
社
会
福
祉
協
議
会

▼
美
郷
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
吉

野
川
市
社
会
福
祉
協
議
会

▼
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
つ
つ

じ
荘
／
（福）
博
友
会

▼
ふ
れ
あ
い
交
流
の
家
／
吉
野
川

市
社
会
福
祉
協
議
会

▼
山
川
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
／
（福）
博
友
会

▼
ぶ
ど
う
総
合
管
理
セ
ン
タ
ー
／

学
観
光
ぶ
ど
う
組
合

▼
山
川
農
産
物
加
工
所
／
山
川
町

生
活
改
善
連
絡
協
議
会

▼
梅
選
果
場
／
麻
植
郡
農
協

▼
八
坂
畜
産
団
地
施
設
／
八
坂
畜

産
団
地
組
合
・
八
坂
共
同
畜
舎
組

合▼
保
養
セ
ン
タ
ー
上
桜
／
（財）
川
島

城
協
会

▼
ふ
い
ご
温
泉
／
㈱
ふ
い
ご
温
泉

▼
ヘ
ル
ス
ラ
ン
ド
美
郷
／
（財）
ヘ
ル

ス
ラ
ン
ド
美
郷
協
会

▼
川
島
城
／
（財）
川
島
城
協
会

▼
こ
う
つ
の
里
民
芸
館
／
（財）
都
市

山
村
交
流
協
会

▼
美
郷
物
産
館
／
美
郷
商
工
会

▼
都
市
公
園
（
向
麻
山
公
園
）
／

向
麻
山
を
良
く
す
る
会

▼
公
園
（
バ
ン
ブ
ー
パ
ー
ク
）
／

㈱
山
内
組

▼
簡
易
給
水
施
設
（
井
頭
地
区
簡

易
給
水
施
設
な
ど
１０
施
設
）
／
各

○
義
務
教
育
施
設
・
市
営
住
宅
補

修
工
事

２
０
８
０
万
円

○
市
営
墓
地
整
備
事
業

２
２
４
万
６
０
０
０
円

○
交
通
安
全
施
設
設
置
工
事

１
７
０
万
円

◇
平
成
17
年
度
吉
野
川
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
な
ど
特
別
会
計
の
補
正
予

算
13
件

市
有
施
設
の
指
定
管
理
者
に
指

定
す
る
団
体
お
よ
び
指
定
期
間
等

を
決
定
し
ま
し
た
。

各
施
設
の
指
定
管
理
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
飯
尾
敷
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
／
モ
デ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
飯

尾
敷
地
地
区
審
議
会

▼
鴨
島
公
民
館
／
㈱
松
島
組

▼
文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
／
吉
野
川

市
文
化
協
会

▼
高
越
弓
道
場
／
高
越
弓
道
会

▼
近
久
児
童
館
／
吉
野
川
市
社
会

福
祉
協
議
会

▼
鴨
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
㈱

松
島
組

▼
鴨
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
別

館
／
吉
野
川
市
社
会
福
祉
協
議
会

▼
城
山
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
吉

指
定
管
理
者
の
指
定

人
事

契
約
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１１
月
２５
日
、
市
役
所
で
、
吉
野

川
市
み
ら
い
づ
く
り
懇
話
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
会
は
、
市
内

の
各
分
野
の
代
表
か
ら
市
の
将
来

像
に
対
す
る
意
見
を
募
り
、
市
政

運
営
に
役
立
て
る
た
め
に
設
置
さ

れ
た
も
の
で
す
。

今
回
の
会
議
で
は
、
今
年
度
中

に
策
定
予
定
の
吉
野
川
市
総
合
計

画
に
つ
い
て
、
役
割
と
概
要
を
説

明
し
、
１４
人
の
委
員
の
皆
さ
ん
に 懇話会の様子

み
ら
い
づ
く
り
懇
話
会

を
開
催

意
見
を
求
め
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
少
子
高
齢
化
に

対
応
し
、
若
者
が
住
み
た
い
と
思

え
る
ま
ち
づ
く
り
、
防
災
・
防
犯

体
制
に
つ
い
て
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
多
く
の
意
見
が
だ
さ

れ
ま
し
た
。

委
員
と
な
ら
れ
た
の
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
。

◆
吉
野
川
市
み
ら
い
づ
く
り
懇
話

会
委
員
（
敬
称
略
）

会
　
長 

副
会
長 

委
　
員 

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 

阿
波
麻
植
森
林
組
合 

組
合
長 

吉
野
川
市
婦
人
会 

連
合
会
会
長 

吉
野
川
市
建
設
業
協
会 

会
長 

吉
野
川
市
青
少
年
育
成 

市
民
会
議
副
会
長 

麻
植
郡
農
業
協
同 

組
合
組
合
長 

吉
野
川
商
工
会
議 

所
会
頭 

吉
野
川
市
観
光
協 

会
実
行
委
員
長 

吉
野
川
市
Ｐ
Ｔ
Ａ 

連
合
会
会
長 

吉
野
川
市
医
師
会 

会
長 

吉
野
川
青
年
会
議
所 

会
長 

吉
野
川
市
民
生
委
員
児 

童
委
員
協
議
会
会
長 

吉
野
川
警
察
署 

署
長 

吉
野
川
市
自
治
会 

連
絡
協
議
会
会
長 

吉
野
川
市
老
人
ク
ラ
ブ 

連
合
会
事
務
局
長 

和
泉
　
隆
啓 

中
西
　
充
子 

安
達
　
公
嗣 

市
原
　
　
尚 

岡
田
　
照
一 

樫
本
　
　
孝 

川
真
田
博
敏 

岸
田
　
益
雄 

鈴
木
　
率
雄 

高
田
　
　
尚 

長
尾
　
完
夫 

正
木
　
利
進 

守
松
　
英
宣 

山
本
　
　
進 

各
地
区
の
地
域
審
議
会
で

総
合
計
画
を
審
議

１２
月
５
日
か
ら
１５
日
に
か
け

て
、
旧
４
町
村
の
各
地
区
に
設
置

し
て
い
る
地
域
審
議
会
の
第
２
回

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
会
議
で
は
、
今
年
度
中

に
策
定
す
る
吉
野
川
市
の
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
と
な
る
「
吉
野
川
市

総
合
計
画
」
の
原
案
に
つ
い
て
、

各
地
区
の
委
員
か
ら
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

鴨
島
地
区
地
域
審
議
会

（
12
月
５
日
・
市
役
所
）

●
鴨
島
公
民
館
の
図
書
室
の
充
実

や
図
書
館
の
建
設
の
検
討

●
行
財
政
基
盤
の
確
立
に
つ
い

て
、
も
っ
と
詳
し
く
盛
り
込
む
べ

き●
地
球
温
暖
化
へ
の
取
り
組
み
も

盛
り
込
む
べ
き

●
遊
休
資
産
の
有
効
活
用

川
島
地
区
地
域
審
議
会

（
12
月
13
日
・
川
島
庁
舎
）

美
郷
地
区
地
域
審
議
会

（
12
月
14
日
・
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
）

山
川
地
区
地
域
審
議
会

（
12
月
15
日
・
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

今
後
の
予
定

今
回
の
会
議
で
出
さ
れ
た
意
見

を
参
考
に
し
て
、
市
議
会
３
月
定

例
会
に
提
案
で
き
る
よ
う
に
総
合

計
画
を
と
り
ま
と
め
ま
す
。

１２
月
４
日
、
森
山
小
学
校
体
育

館
で
、
森
藤
村
づ
く
り
自
主
防
災

会
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、
森
藤

地
区
の
約
３
０
０
世
帯
で
構
成
す

る
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
吉
野
川
市
内
の

自
主
防
災
組
織
は
１１
組
織
と
な
り

ま
し
た
。

森
藤
地
区
に
も

自
主
防
災
組
織

設立総会の後に行われた救命講習の様子

●
稼
働
年
齢
層
が
市
外
に
流
出
し

な
い
よ
う
な
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
が
必
要

●
企
業
誘
致
の
取
り
組
み

●
子
ど
も
の
安
全
対
策
を
盛
り
込

む
べ
き

●
職
員
の
意
識
改
革
、
資
質
向
上

の
取
り
組
み

●
地
域
に
応
じ
た
農
業
施
策
が
必

要●
美
郷
地
区
の
役
割
と
し
て
観
光

施
策
の
重
点
化

●
介
護
保
険
や
医
療
保
険
の
抑
制

の
た
め
予
防
に
も
っ
と
取
り
組
む

べ
き

●
Ｉ
Ｔ
基
盤
の
整
備

●
各
種
事
業
の
成
果
の
公
表

●
滞
納
整
理
の
強
化
推
進
に
よ
る

歳
入
確
保
、
公
平
性
の
確
保

●
若
者
定
住
を
促
進
す
る
施
策
の

検
討

●
地
域
が
寂
れ
な
い
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
の
実
施

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

各
地
区
と
も
熱
心
な
審
議
が
な

さ
れ
、
こ
れ
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
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鳥
取
県
倉
吉
市
と

災
害
協
定
を
締
結

１２
月
２
日
、
吉
野
川
市
は
、
鳥

取
県
倉
吉
市
と
地
震
や
台
風
に
よ

る
集
中
豪
雨
な
ど
大
規
模
災
害
が

発
生
し
た
際
に
、
互
い
に
救
援
物

資
の
提
供
な
ど
支
援
活
動
を
行
う

た
め
の「
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

倉
吉
市
役
所
で
行
わ
れ
た
調
印

式
に
は
、
吉
野
川
市
か
ら
川
真
田

市
長
、
槇
納
市
議
会
議
長
、
山
下

消
防
団
長
ら
が
出
席
し
、
両
市
の

紹
介
を
行
っ
た
後
、
川
真
田
市
長

と
長
谷
川
倉
吉
市
長
が
協
定
書
に

協定を締結しがっちり握手をする
川真田市長と長谷川倉吉市長

市長にラジオ付きライトを手渡す
奥山青年部長

１２
月
１
日
、
鴨
島
電
気
工
事
協

同
組
合
青
年
部
会
か
ら
、
防
災
活

美
郷
一
周
駅
伝

１２
月
４
日
、
美
郷
地
区
を
コ
ー

ス
と
し
た
第
２９
回
美
郷
一
周
駅
伝

大
会
（
美
郷
一
周
駅
伝
実
行
委
員

会
主
催
・
６
区
間
２０
km
）
が
開
催

さ
れ
、
県
内
外
か
ら
参
加
し
た
２９

チ
ー
ム
・
オ
ー
プ
ン
参
加
選
手
を

含
め
１
８
０
人
の
選
手
が
、
紅
葉

に
染
ま
る
美
郷
で
健
脚
を
競
い
ま

し
た
。

朝
か
ら
小
雨
が
降
り
、
気
温
が

低
い
天
候
の
中
、
一
本
の
た
す
き

を
仲
間
に
つ
な
ぐ
た
め
懸
命
に
走

る
選
手
た
ち
に
、
沿
道
か
ら
は
歓

声
と
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

優
　
勝

石
井
ド
ー
ム
Ａ
Ｃ

準
優
勝

ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
ン
ナ
ー
ズ

第
３
位

美
郷
プ
ラ
ム
ラ
ン
ナ
ー
ズ
Ａ

区
間
賞

第
１
区
／
大
上
義
仁

（
石
井
ド
ー
ム
Ａ
Ｃ
）、
第
２
区
／
天

羽
恵
梨
（
徳
教
群
ラ
ン
ニ
ン
グ
Ｃ
）、

第
３
区
／
渡
邊
将
史
（
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ

Ｋ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
Ｕ
）、
第
４
区
／
下
木
元

（
石
井
ド
ー
ム
Ａ
Ｃ
）、
第
５
区
／
大

門
康
介
（
か
め
さ
ん
ラ
ン
ナ
ー
元
気

チ
ー
ム
）、
第
６
区
／
森
丘
幹
也

（
Ｏ
Ｋ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ
Ａ
）

午前10時に川俣橋をスタート

人
権
の
つ
ど
い

１１
月
２０
日
、
鴨
島
公
民
館
で
、

人
権
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
に
よ
る
人
権

劇
と
合
唱
の
あ
と
、
数
学
者
で
大

道
芸
人
の
ピ
ー
タ
ー
・
フ
ラ
ン
ク

ル
さ
ん
に
よ
る
「
２１
世
紀
は
人
権

の
世
紀
に
な
る
か
」
と
題
し
た
人

権
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。

ピ
ー
タ
ー
さ
ん
は
、「
人
生
を

楽
し
く
す
る
コ
ツ
を
知
っ
て
ほ
し

い
。
そ
の
た
め
に
は
人
権
の
大
切

さ
を
考
え
て
ほ
し
い
。」
と
大
道

芸
を
交
え
な
が
ら
、
約
２
５
０
人

の
参
加

者
に
訴

え
ま
し

た
。

大道芸を披露するピーターさん PTAの皆さんによる人権劇

調
印
し
ま
し
た
。

同
時
に
被
災
す
る
可
能
性
の
低

い
倉
吉
市
と
協
定
を
締
結
し
た
こ

と
で
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
円

滑
な
救
援
活
動
や
、
両
市
の
防
災

力
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

動
用
に
、
ラ
ジ
オ
付
き
ラ
イ

ト
１０
台
が
市
に
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
付
き

ラ
イ
ト
は
、
防
災
用
器
具
と

し
て
、
災
害
時
に
役
立
て
ら

れ
る
予
定
で
す
。

ラ
ジ
オ
付
き
ラ
イ
ト
を
寄
贈

ラ
ジ
オ
付
き
ラ
イ
ト
を
寄
贈

ラ
ジ
オ
付
き
ラ
イ
ト
を
寄
贈

ラ
ジ
オ
付
き
ラ
イ
ト
を
寄
贈

ラ
ジ
オ
付
き
ラ
イ
ト
を
寄
贈

ラ
ジ
オ
付
き
ラ
イ
ト
を
寄
贈

ラ
ジ
オ
付
き
ラ
イ
ト
を
寄
贈

ラ
ジ
オ
付
き
ラ
イ
ト
を
寄
贈

ラ
ジ
オ
付
き
ラ
イ
ト
を
寄
贈

ラ
ジ
オ
付
き
ラ
イ
ト
を
寄
贈

ラ
ジ
オ
付
き
ラ
イ
ト
を
寄
贈

ラ
ジ
オ
付
き
ラ
イ
ト
を
寄
贈

ラ
ジ
オ
付
き
ラ
イ
ト
を
寄
贈

ラ
ジ
オ
付
き
ラ
イ
ト
を
寄
贈

ラ
ジ
オ
付
き
ラ
イ
ト
を
寄
贈

ラ
ジ
オ
付
き
ラ
イ
ト
を
寄
贈

ラ
ジ
オ
付
き
ラ
イ
ト
を
寄
贈

自分たちが毎日通う道を美しく清掃
しました

通
学
路
の
清
掃
作
業

１１
月
１２
日
、
川
島
小
学
校
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
１１
人

と
、
保
護
者
や
吉
野
川
市
青
少
年

育
成
市
民
会
議
川
島
支
部
の
会
員

３５
人
が
、
通
学
路
の
清
掃
作
業
を

行
い
ま
し
た
。



金
メ
ダ
ル

▼
陸
上
男
子
８
０
０
メ
ー
ト
ル

銀
メ
ダ
ル

猪
口
訓
史
（
鴨
島
町
牛
島
）
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１１
月
２９
日
、
川
島
公
民
館
で
、

男
女
共
同
参
画
出
前
講
座
が
開
催

男女共同参画をわかりやすく解説する
山野さん

男
女
共
同
参
画
出
前
講
座

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
あ
ぶ
な
い
よ
　
い
ち
ど
と
ま
っ
て
　
し
ん
こ
き
ゅ
う

近
久
　
隼
人
（
上
浦
小
学
校
一
年
）

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
徳

島
県
と
、
（社）
国
際
女
性
教

育
振
興
会
の
協
働
事
業
と

し
て
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

県
男
女
共
同
参
画
推
進

員
の
山
野
明
美
さ
ん
に
よ

る
講
演
で
は
、
男
女
共
同

参
画
と
は
ど
う
い
う
社
会

な
の
か
、
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
国
際
女
性
教
育
振
興
会

全
国
理
事
の
澤
田
順
子
さ
ん
か
ら

は
、
海
外
視
察
の
際
に
撮
影
し
た

写
真
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、
海

外
で
の
男
女
共
同
参
画
の
状
況
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

会
場
に
集
ま
っ
た
約
７０
人
は
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

堀
内
佳
人
権
コ
ン
サ
ー
ト

１１
月
２３
日
、
川
島
小
学
校
体
育

館
で
、
全
盲
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
、
堀
内
佳
さ
ん
の
人
権

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。川

島
小
学
校
の
児
童
と
保
護

者
、知
恵
島
小
学
校
の
児
童
ら
が
、

堀
内
さ
ん
の
歌
声
と
ト
ー
ク
を
楽

し
み
ま
し
た
。

堀
内
さ
ん
は
、
歌
の
合
間
に
楽

し
く
児
童
た
ち
と
や
り
と
り
し
、

ま
た
自
分
の
体
験
を
交
え
な
が
ら

人
権
に
つ
い
て
真
剣
に
語
り
か
け

ま
し
た
。
堀
内
さ
ん
の
人
権
に
対

す
る
思
い
は
歌
声
と
と
も
に
、
会

場
に
集
ま
っ
た
人
々
の
心
に
響
い

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

堀
内
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

１２
月
１３
日
に
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
も
開
催
さ
れ
、
山
川
中
学
校

の
生
徒
を
は
じ
め
、
多
く
の
観
衆

を
魅
了
し
ま
し
た
。

堀内さんの話に引き込まれ笑顔を見せる児童たち

写
真
を
紹
介
し
な
が
ら
解
説
す
る
澤
田
さ
ん

独特の奏法で弾き語りをする堀内さん

第
5
回
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
で
金
・
銀

メ
ダ
ル
を
獲
得

１１
月
５
日
、
岡
山
市
で
第
５
回

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ

れ
、
吉
野
川
市
か
ら
出
場
し
た
次

の
３
人
が
金
・
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▼
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

金
メ
ダ
ル

猪
上
清
美
（
鴨
島
町
西
麻
植
）

▼
卓
球

金
メ
ダ
ル

杉
本
昭
（
鴨
島
町
鴨
島
）

▼
陸
上
男
子
１
０
０
メ
ー
ト
ル

写真左から猪口さん、杉本さん、猪上さん

第
１
回
吉
野
川
市
身
体
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

１１
月
１３
日
、
鴨
島
第
一
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
第
１
回
吉
野
川

市
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
市
身
体
障
害
者
連
合
会
主
催
）

が
２
２
１
人
の
参
加
の
も
と
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

晴
天
の
中
、
輪
投
げ
、
玉
入
れ

競
争
な
ど
の
競
技
が
行
わ
れ
、
障

害
者
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
体
力

の
増
進
、
機
能
回
復
を
図
り
、
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

フライングディスク　アキュラシーで得点を競う参加者
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
み
え
る
か
な
　
ぴ
ー
ん
と
あ
げ
た
　
わ
た
し
の
て

坂
本
　
麻
実
（
牛
島
小
学
校
一
年
）

石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

１２
月
１７
日
、
美
郷
の
高
開
地
区

で
、
第
５
回
高
開
石
積
み
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
第
９
回
ふ

る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
部
門
賞
を

受
賞
す
る
な
ど
し
、
全
国
的
に
も

知
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

雪
の
降
り
積
も
る
中
、
石
積
み

に
並
べ
ら
れ
た
ラ
イ
ト
に
明
か
り

が
と
も
さ
れ
、
幻
想
的
な
情
景
が

浮
か
び
上
が
る
と
、
冬
空
に
感
動

の
声
が
響
き
ま
し
た
。

こ
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
題
材
に

し
た
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
も
開
か

れ
、
選
考
後
の
作
品
は
美
郷
ほ
た

る
館
（
℡
○43
２
８
８
８
）
で
８
月

末
ま
で
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

石積みがライトの光と融合することで生まれる
幻想的な情景

１１
月
２６
日
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
第
１
回
吉
野
川
市
福
祉
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
民
生
委
員
児
童
委

員
功
労
者
や
社
会
福
祉
事
業
功
労

者
な
ど
を
表
彰
し
た
ほ
か
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
者
や
善
意
銀
行
預

託
者
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し

た
。ま

た
、
記
念
講
演
と
し
て
、
か

し
ま
し
娘
で
有
名
な
、
正
司
花
江

さ
ん
が
、「
生
き
る
限
り
、
大
き

な
花
を
咲
か
せ
た
い
」
と
題
し
て

吉
野
川
市
福
祉
大
会

こ
れ
ま
で
の
人
生
で
経
験
し
た
こ
と
を
楽

し
く
話
す
正
司
花
江
さ
ん

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
在
り
方
を

考
え
る
会
議
が

開
催
さ
れ
る

百
歳
の
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

１２
月
１０
日
、
川
島
町
川
島
の
柴

田
ヨ
リ
子
さ
ん
が
、
１２
月
１１
日
、

川
島
町
　
村
の
川
村
鶴
惠
さ
ん

１２
月
１０
日
・
１１
日
の
二
日
間
、

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場

に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
抱
え
る
課
題

や
運
営
の
あ
り
方
な
ど
を
話
し
合

う
「
第
５
回
と
く
し
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ

ォ
ー
ラ
ム
in
吉
野
川
市
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

初
日
の
１０
日
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

10日行われた座談会の様子

12月10日に百歳を迎えた柴田ヨリ子さん

講
演
し
、
得
意
の
話
術
で
会
場
の

観
客
か
ら
お
お
い
に
笑
い
を
と
っ

た
あ
と
に
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
鳴
ら
し
た
美
声
で
観
客
を
魅
了

し
ま
し
た
。

人
く
び
き
野
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
理
事
長
の
大
島
誠
さ
ん
に

よ
る
基
調
講
演
や
、
県
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
代
表
者
と
木
村
正
裕
副
知
事

を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
し
た
座
談
会
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
紹
介

や
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
し
ま
し
た
。

二
日
目
の
１１
日
に
は
、
災
害
時

に
お
け
る
地
域
の
連
携
や
指
定
管

理
者
制
度
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た

分
科
会
や
座
談
会
も
開
か
れ
ま
し

た
。

が
、
そ
れ
ぞ
れ
百
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
（
お
二
人
と
も
明
治
３８
年
生

ま
れ
）、
吉
野
川
市
や
県
か
ら
祝

い
状
や
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。柴

田
さ
ん
は
、
毎
日
テ
レ
ビ
で

ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
の
と
、
新
聞
を

読
む
の
が
日
課
で
す
。
市
内
の
施

設
に
入
所
し
て
い
る
川

村
さ
ん
は
、
明
る
く
人

気
者
で
、
み
ん
な
と
会

話
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

お
二
人
と
も
元
気
で
、

誕
生
日
に
は
子
ど
も
や

孫
た
ち
が
大
勢
集
ま
り

長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

吉
野
川
市
内
の
百
歳

以
上
の
長
寿
者
は
１５
人

（
す
べ
て
女
性
）
に
な
り

ま
し
た
。

12月11日に百歳を迎えた川村鶴惠さん
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ち
ょ
っ
と
ま
て
　
さ
ゆ
う
か
く
に
ん
　
さ
あ
い
こ
う

大
久
保
怜
奈
（
西
麻
植
小
学
校
二
年
）

情
報
広
場 

市
県
民
税
と
国
保
税
の
課
税
基

礎
と
な
る
平
成
１７
年
中
の
所
得
の

申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告

は
、
原
則
と
し
て
川
島
税
務
署
で

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
方

平
成
１８
年
１
月
１
日
現
在
、
吉

野
川
市
に
住
所
の
あ
る
方
は
所
得

申
告
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
次
の
①
ま
た
は
②
に

該
当
す
る
方
は
、
原
則
と
し
て
申

告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
税
務
署
で
所
得
税
の
確
定
申
告

を
し
た
方

②
会
社
な
ど
か
ら
市
役
所
へ
年
末

調
整
済
の
給
与
支
払
報
告
書(

源

泉
徴
収
票)

が
提
出
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
給
与
以
外
の
収
入
が
な
い
方

当
日
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

①
印
か
ん（
ス
タ
ン
プ
印
は
不
可
）

②
所
得
の
計
算
に
必
要
な
書
類

（
収
入
や
必
要
経
費
の
わ
か
る
書

類
）

③
給
与
収
入
が
あ
る
方
や
年
金
を

受
給
中
の
方
は
、
平
成
１７
年
分
源

泉
徴
収
票

お
知
ら
せ 

個
人
市
県
民
税
の

主
な
改
正
内
容

平
成
１７
年
中
所
得
の

申
告
相
談
と
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証

の
交
換

定
率
減
税
の
見
直
し

平
成
１８
年
度
分
か
ら
定
率
減
税

が
２
分
の
１
に
縮
減
さ
れ
ま
す
。

【
現
行
】

個
人
市
県
民
税
所
得
割
の
１５
％

相
当
額
（
上
限
４
万
円
）

↓

【
改
正
後
】

個
人
市
県
民
税
所
得
割
の
７.５
％

相
当
額
（
上
限
２
万
円
）

老
年
者
控
除
の
廃
止

６５
歳
以
上
で
前
年
の
合
計
所
得

金
額
が
１
０
０
０
万
円
以
下
で
あ

る
方
は
、
所
得
か
ら
４８
万
円
が
控

除
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
１８

年
度
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。

人
的
非
課
税
の
範
囲
の
見
直
し

６５
歳
以
上
で
前
年
の
合
計
所
得

金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
で
あ
る

方
に
対
す
る
非
課
税
措
置
が
段
階

的
に
廃
止
さ
れ
ま
す
。

●
平
成
１７
年
１
月
１
日
現
在
で
６５

歳
に
達
し
て
い
た
方
の
税
額
は
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

平
成
１８
年
度
分

３
分
の
１
の
額
で
課
税

平
成
１９
年
度
分

３
分
の
２
の
額
で
課
税

平
成
２０
年
度
分

全
額
で
課
税

均
等
割
の
課
税

と
も
に
市
内
在
住
で
、
均
等
割

の
納
税
義
務
を
負
う
夫
と
生
計
を

一
に
す
る
妻
に
対
し
て
の
均
等
割

の
非
課
税
措
置
が
廃
止
さ
れ
、
平

成
１８
年
度
は
全
額
課
税
さ
れ
ま

す
。

（
平
成
１７
年
度
は
２
分
の
１
で
課

税
）

公的年金等控除額の縮小
次の表のとおり公的年金等控除額が変更になりました。

その年の12月31日
現在の年齢

６５歳以上

６５歳未満

公的年金等の収入金額

330万円以下 120万円

収入金額×25%＋37.5万円

収入金額×15%＋78.5万円

収入金額× 5%＋155.5万円

70万円

収入金額× 25%＋37.5万円

収入金額× 15%＋78.5万円

収入金額× 5%＋155.5万円

330万円超410万円以下

410万円超770万円以下

770万円超

130万円以下

130万円超410万円以下

410万円超770万円以下

770万円超

公的年金等控除額

④
平
成
１７
年
中
に
支
払
わ
れ
た
社

会
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
損
害

保
険
料
、
そ
の
他
各
種
控
除
の
対

象
と
な
る
も
の
の
証
明
書
等

※
今
回
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
を

控
除
す
る
場
合
に
も
、
平
成
１７
年

中
に
支
払
わ
れ
た
保
険
料
の
証
明

書
が
必
要
で
す
。

⑤
障
害
者
の
控
除
を
受
け
る
方

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
障
害

の
程
度
を
証
明
で
き
る
も
の

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
国
保
保
険
証
）
の
交
換

申
告
相
談
と
同
時
に
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
（
国
保
保
険
証
）

の
交
換
を
行
い
ま
す
の
で
、
国
保

に
加
入
し
て
い
る
方
は
、お
持
ち
の

国
保
保
険
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

現
在
お
持
ち
の
国
保
保
険
証

は
、
平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
使

用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
忘
れ

ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
所
得
申
告
が
済
ん
で
い
な
い
と

交
換
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
告
相
談
日
程

１３
ペ
ー
ジ
「
平
成
１７
年
中
所
得

申
告
相
談
日
程
表
」
の
と
お
り

（
受
付
時
間
　
午
前
９
時
３０
分
〜

午
後
４
時
）

市
税
務
課
　
　
℡
○22
２
２
１
５

問
い
合
わ
せ

公的年金等受給者の確定申告説明会は、税務署以外にも14ページの日程で実施されます。
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
お
う
だ
ん
ほ
ど
う
　
か
な
ら
ず
わ
た
る
　
お
や
く
そ
く

島
村
　
拓
実
（
鴨
島
小
学
校
二
年
）

平成１７年中所得申告相談日程表
（受付時間は、午前９時３０分から午後４時までです。）

国民健康保険被保険者証（国保保険証）の交換を上記申告と同時に行います。国保保険証をご持参ください。

美　郷　地　区
相談日 会　場

東山老人憩の家

美郷庁舎２階大会議室

東山地区

中村・中枝・種野地区

地 域 区 分
2月20日（月）
2月21日（火）
2月22日（水）
2月23日（木）
2月24日（金）

吉野川市全域
相談日 会　場

市役所３階大会議室 吉野川市全域

地 域 区 分
3月12日（日）
3月13日（月）
3月14日（火）
3月15日（水）

鴨　　島　　町
相談日 会　場

市役所１階１０１会議室

西麻植会館

牛島地区公民館
上浦地区公民館
市役所１階１０１会議室
市役所１階１０１会議室
市役所１階１０１会議室

市役所１階１０１会議室

市役所１階１０１会議室

鴨島全域

西麻植・敷地地区

牛島地区
上浦地区
知恵島地区
森山地区
飯尾・呉郷地区

鴨島地区

鴨島全域

地 域 区 分
2月16日（木）
2月17日（金）
2月20日（月）
2月21日（火）
2月22日（水）
2月23日（木）
2月24日（金）
2月27日（月）
2月28日（火）
3月１日（水）
3月２日（木）
3月３日（金）
3月６日（月）
3月７日（火）
3月８日（水）
3月９日（木）

川　　島　　町
相談日 会　場

東児島老人憩の家（とんがりぼうし）
東児島老人憩の家（とんがりぼうし）
東児島老人憩の家（とんがりぼうし）
川島庁舎２階大会議室

川島庁舎２階大会議室

川島庁舎２階大会議室

児島地区
三ツ島・学地区
学地区
山田・川島・宮島地区

村地区

川島全域
川島全域（午前中のみ）

地 域 区 分
2月16日（木）
2月17日（金）
2月20日（月）
2月21日（火）
2月22日（水）
2月23日（木）
2月24日（金）
2月27日（月）

山　　川　　町
相談日 会　場

山瀬地区公民館
山瀬地区公民館
山瀬地区公民館
山川庁舎３階講堂
川田西小学校体育館
山川庁舎３階講堂
山川庁舎３階講堂
山川庁舎３階講堂
山川庁舎３階講堂

山川庁舎３階講堂

山瀬天神　忌部北・南　中央東・西　宮島南・北
西久保東・中・南・西　諏訪　諏訪東・中部　ほたる川
日の出第１・第２　北村　若宮　瀬詰八幡
三島　春日　中筋　井上　久宗　皆瀬　桑内　榎谷　大内　楠根地
原　貞田　衣笠　東市久保　瀬津　西市久保　舟戸東・西
祇園　八坂南・北　青木　湯立東・西・北　旭
奥川田東・西　南町　中町　北町　西山　川田天神
麦原東・西　川東東・南・西・北　恵下
宮地　季邦　住吉　翁喜台・東　西ノ原　旗見　迎坂　村雲　北島東・西

山川全域

地 域 区 分
2月28日（火）
3月１日（水）
3月２日（木）
3月３日（金）
3月４日（土）
3月６日（月）
3月７日（火）
3月８日（水）
3月９日（木）
3月10日（金）
3月11日（土）



《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
右
左
　
き
ち
ん
と
か
く
に
ん
　
さ
あ
す
す
も
う

口
　
貴
之
（
山
瀬
小
学
校
二
年
）
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平
成
１７
年
分

公
的
年
金
等
受
給
者
の

確
定
申
告
説
明
会

公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
を
対
象
に
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

●
２
月
８
日
（水）

午
前
９
時
３０
分
〜
正
午

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

市
役
所
３
階
大
会
議
室

●
２
月
９
日
（木）

午
前
９
時
３０
分
〜
正
午

市
山
川
庁
舎
２
階
会
議
室

●
２
月
９
日
（木）

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

市
川
島
庁
舎
２
階
会
議
室

必
要
書
類
等

①
確
定
申
告
書
が
送
付
さ
れ
て
い

る
方
は
、
申
告
書
用
紙

②
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

③
国
民
年
金
保
険
料
、
生
命
保
険

料
、
損
害
保
険
料
の
支
払
証
明
書

④
国
民
健
康
保
険
税
等
の
社
会
保

険
料
の
支
払
額
の
分
か
る
書
類
お

よ
び
そ
の
他
の
控
除
金
額
の
分
か

る
書
類

⑤
医
療
費
の
領
収
書
（
原
則
と
し

て
、
平
成
１７
年
中
に
実
際
に
支
出

し
た
医
療
費
が
１０
万
円
を
超
え
る

方
）

⑥
印
鑑
、
預
金
通
帳
口
座
番
号
（
申

告
者
名
義
に
限
る
）
の
分
か
る
も

の
、
筆
記
具
、
計
算
用
具
な
ど

川
島
税
務
署
個
人
課
税
部
門

℡
○25
２
２
１
２

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
市
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
使
用
再
開

吉
野
川
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
（
川
島
町
�
村
）
は
、
石
綿

（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
使
用
の
お
そ
れ

が
あ
っ
た
た
め
、
１０
月
末
か
ら
使

用
を
中
止
し
、
石
綿
含
有
率
の
調

査
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
調
査
の

結
果
、
含
有
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
、
１２
月

６
日
か
ら
使
用
を
再
開
し
て
い
ま

す
。

市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

℡
○25
４
１
１
１

市
農
業
振
興
課

℡
○22
２
２
２
８

問
い
合
わ
せ

１
月
は
国
民
健
康
保
険
税

の
納
付
月

納
期
限
　
　
１
月
31
日
（火）

市
税
務
課

℡
○22
２
２
１
５

問
い
合
わ
せ

１
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税

（
第
６
期
）
の
納
付
月
で
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

１
月
は
介
護
保
険
料

の
納
付
月

納
期
限
　
　
１
月
31
日
（火）

市
長
寿
障
害
福
祉
課
介
護
保
険
係

℡
○25
６
６
１
３

問
い
合
わ
せ

１
月
は
介
護
保
険
料
第
４
期

（
普
通
徴
収
の
方
）
の
納
付
月
で

す
。納

め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

４
月
１
日
か
ら
埋
蔵
文
化

財
包
蔵
地
内
で
の
建
設
工

事
等
は
届
け
出
が
必
要

徳
島
県
遺
跡
地
図
刊
行
に
伴

い
、
平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
埋

蔵
文
化
財
包
蔵
地
内
で
の
建
設
工

事
等
は
、
個
人
・
事
業
者
を
問
わ

ず
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

建
設
工
事
等
を
行
う
と
き
は
、

体
育
文
化
振
興
課
で
包
蔵
地
内
で

あ
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

市
体
育
文
化
振
興
課℡

○42
４
１
１
７

問
い
合
わ
せ

消
毒
薬
無
償
配
付

〜
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
感
染
予
防
〜

徳
島
県
で
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
の
た
め
に
、
月
３
回

の
鳥
小
屋
の
清
掃
・
消
毒
を
奨
励

し
て
い
ま
す
。

県
下
一
斉
の
取
り
組
み
と
し

て
、
愛
が
ん
鳥
を
飼
養
し
て
い
る

方
に
、
消
毒
薬
を
無
償
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
は
熱
や
消
毒
薬
に
弱

く
、
鳥
小
屋
の
消
毒
は
発
生
の
予

防
に
大
変
効
果
的
で
す
。

消
毒
薬
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

農
業
振
興
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

市
農
業
振
興
課
℡
○22
２
２
２
８

問
い
合
わ
せ

◎
家
庭
で
飼
育
す
る
鳥
が
直
ち

に
危
険
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
鳥
や
動
物
に
さ
わ

っ
た
後
は
衛
生
上
、
手
を
洗
う

こ
と
、
フ
ン
な
ど
は
速
や
か
に

処
理
し
、
清
潔
に
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
ま
た
世
界
的
に
も
、

鶏
卵
・
鶏
肉
を
食
べ
る
こ
と
に

よ
っ
て
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

感
染
す
る
こ
と
は
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

野焼きはやめましょう。簡易焼却炉、ドラム缶等でのごみの焼却はできません。

平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
市
内

の
す
べ
て
の
保
育
所（
園
）で
「
敷

地
内
禁
煙
」
を
実
施
し
ま
す
。
敷

地
内
と
は
施
設
、
所（
園
）庭
、
駐

車
場
な
ど
す
べ
て
を
含
み
ま
す
。

「
敷
地
内
禁
煙
」
の
実
施
に
は
、

全
職
員
に
よ
る
取
り
組
み
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
・
保
護
者
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

「
敷
地
内
禁
煙
」
の
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
保
護
者
の
方
へ
の
お
願
い

入
所
（
園
）
式
、
参
観
日
、
運

動
会
な
ど
の
保
育
所
行
事
の
と
き

も
敷
地
内
禁
煙
で
す
。

市
内
各
保
育
所（
園
）

平成１８年４月１日
から保育所（園）
敷地内禁煙を実施

問
い
合
わ
せ



《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
自
分
の
力
で
　
自
分
が
守
る
　
交
通
ル
ー
ル

天
満
　
敦
子
（
学
島
小
学
校
三
年
）

徳
島
県
に
適
用
さ
れ
る
最
低
賃

金
に
は
、
県
内
で
働
く
全
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
徳
島
県
最

低
賃
金
」
と
、
特
定
の
産
業
に
従

事
す
る
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る

「
産
業
別
最
低
賃
金
」
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
改
正
額
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

徳
島
県
最
低
賃
金
【
時
間
額
】

６
１
５
円
（
効
力
発
生
日
／
平
成

１７
年
１０
月
１
日
）

産
業
別
最
低
賃
金
【
時
間
額
】

●
紡
績
、
織
物
業
／
６
５
２
円

（
効
力
発
生
日
／
平
成
１５
年
１２
月

２１
日
）
改
正
な
し

●
造
作
材
・
合
板
・
建
築
用
組
立

材
料
製
造
業
／
７
５
２
円
（
効
力

発
生
日
／
平
成
１７
年
１２
月
２１
日
）

●
一
般
機
械
器
具
製
造
業
／
７
６

４
円
（
効
力
発
生
日
／
平
成
１７
年

１２
月
２１
日
）

●
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機

械
器
具
、
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス

製
造
業
／
７
１
７
円
（
効
力
発
生

日
／
平
成
１７
年
１２
月
２１
日
）

徳
島
労
働
局
賃
金
室

℡
０
８
８
（
６
５
２
）
９
１
６
５

最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ
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相
談 

交
通
事
故
巡
回
相
談

催
し 

吉
野
川
市
巡
回
バ
ス
時
刻

表
改
正

吉
野
川
市
巡
回
バ
ス
の
時
刻
表

を
、
市
民
の
要
望
等
に
合
わ
せ
て

改
正
し
ま
し
た
。

１
月
４
日
か
ら
新
し
い
時
刻
で

運
行
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

くだり 

市役所発 

8：30 
9：15 
10：05 
10：55 
12：40 
13：45 
14：50 
15：50

8：45 
9：30 
10：20 
11：10 
12：55 
14：00 
15：05 
16：05

9：00 
9：45 
10：35 
11：25 
13：10 
14：15 
15：20 
16：20

9：10 
9：55 
10：45 
11：35 
13：20 
14：25 
15：30 
16：30

川島庁舎発 山川庁舎発 美郷庁舎着 

のぼり 

美郷庁舎発 

8：30 
9：15 
10：05 
10：55 
12：40 
13：45 
14：50 
15：50

8：40 
9：25 
10：15 
11：05 
12：50 
13：55 
15：00 
16：00

8：55 
9：40 
10：30 
11：20 
13：05 
14：10 
15：15 
16：15

9：10 
9：55 
10：45 
11：35 
13：20 
14：25 
15：30 
16：30

山川庁舎発 川島庁舎発 市役所着 

劇
団
ク
レ
ヨ
ン
公
演
会

子
育
て
サ
ー
ク
ル

「
ミ
ニ
と
ま
と
く
ら
ぶ
」

と
き

１
月
２０
日
（金）

午
前
９
時
〜
１１
時

と
こ
ろ

学
島
幼
稚
園

内
容

川
島
町
内
在
住
の
未
就
学

児
を
対
象
に
、
幼
稚
園
児
と
の
交

流
を
目
的
と
し
て
、
劇
団
ク
レ
ヨ

ン
の
公
演
を
行
い
ま
す
。

参
加
費
　
１
０
０
円
（
保
険
料
、

お
や
つ
代
）

学
島
幼
稚
園
　
℡
○25
４
０
１
８

問
い
合
わ
せ

食
生
活
パ
ネ
ル
展

徳
島
農
政
事
務
所
地
域
第
二
課

で
は
、「
始
め
ま
し
ょ
う
！
食
事

か
ら
、
い
き
い
き
生
活
」
を
テ
ー

マ
に
、
食
生
活
指
針
や
食
事
バ
ラ

ン
ス
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル

展
を
開
設
し
ま
す
。

と
き

１
月
１６
日
（月）
〜
２７
日
（金）

と
こ
ろ

市
川
島
庁
舎
玄
関
ホ
ー
ル

徳
島
農
政
事
務
所
地
域
第
二
課

℡
○25
３
１
３
１

問
い
合
わ
せ

と
き

１
月
１９
日
（木）

午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ

市
川
島
庁
舎
大
会
議
室

講
師

徳
島
大
学
産
婦
人
科
医
師

阿
部
　
彰
子
さ
ん

演
題

女
性
の
が
ん
・
治
療
と
予
防

市
健
康
推
進
課
℡
○25
６
６
１
５

問
い
合
わ
せ

女
性
の
健
康
づ
く
り

講
演
会

交
通
事
故
に
関
す
る
巡
回
相
談

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

と
き

１
月
１６
日
（月）
、
２
月
１５
日

（水）

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
（
受

け
付
け
は
午
後
２
時
３０
分
ま
で
）

と
こ
ろ

脇
町
合
同
庁
舎
（
美
馬

市
脇
町
）

県
県
民
環
境
政
策
課

℡
０
８
８
（
６
２
１
）
２
２
５
７

問
い
合
わ
せ

巡
回
職
業
相
談

対
象
者

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
付
は
行
い
ま
せ

ん
。

【
山
川
】

と
き

１
月
１６
日
（月）
・
２３
日
（月）
・

３０
日
（月）
、
２
月
６
日
（月）
・
１３
日

（月）
・
２０
日
（月）
・
２７
日
（月）

午
前
９

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

と
こ
ろ

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き

１
月
１１
日
（水）
、
２
月
８
日

（水）

午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

と
こ
ろ

こ
だ
ま
会
館

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

℡
○24
２
１
６
６

お
問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

市
総
務
課
℡
○22
２
２
３
１

問
い
合
わ
せ
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
落
ち
つ
こ
う
　
あ
わ
て
た
行
動
　
事
故
ま
ね
く

新
見
　
優
弥
（
知
恵
島
小
学
校
四
年
）

平
成
１８
年
度
の
幼
稚
園
児
を
次

の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

（
鴨
島
幼
稚
園
で
は
、
午
後
４
時

ま
で
預
か
り
保
育
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
立
幼
稚
園
に
通

っ
て
い
る
園
児
は
、夏
季
休
業
中
、

鴨
島
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
を
利

用
で
き
ま
す
。）

入
園
該
当
児

●
年
少
組

平
成
１３
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
１４
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
幼
児

●
年
長
組

平
成
１２
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
１３
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
幼
児

申
込
方
法

１
月
１６
日
（月）
か
ら

３１
日
（火）
ま
で
の
間
に
、
最
寄
り
の

幼
稚
園
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
書
が
届
い
て
い
な
い
方
、

そ
の
他
入
園
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
校
区
内
の
各
園
へ
。

上
浦
幼
稚
園
　
　
℡
○24
８
８
９
７

牛
島
幼
稚
園
　
　
℡
○24
８
８
９
６

森
山
幼
稚
園
　
　
℡
○24
８
８
９
５

飯
尾
敷
地
幼
稚
園
℡
○24
７
９
０
６

鴨
島
幼
稚
園
　
　
℡
○24
６
３
９
１

幼
稚
園
児
の
募
集

募
集 

川
島
万
葉
植
物
園

マ
ユ
ミ
　
　
ニ
シ
キ
ギ
科

〈表紙写真〉 川
島
万
葉
植
物
園
に
あ
る
マ
ユ

ミ
の
木
の
実
が
赤
く
色
づ
い
て
い

ま
す
。

『
よ
そ
に
見
し
　
檀
ま
ゆ
み
の
岡
も
　

君
ま
せ
ば
　
常と
こ

つ
御み

門か
ど

と
侍
宿
と
の
ゐ

す

る
か
も
』
と
書
か
れ
た
歌
碑
が
添

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
関
心
も
な
く
見
て
い
た
真
弓

の
岡
も
、
日
並
皇
子
が
安
置
さ
れ

て
い
る
の
で
、
永
久
の
御
殿
と
し

て
宿
直
し
て
警
備
す
る
こ
と
よ
」

と
の
意
味
で
す
。

マ
ユ
ミ
は
高
さ
数
メ
ー
ト
ル
に

な
る
落
葉
小
高
木
で
す
。
葉
は
秋

に
落
葉
し
ま
す
が
、
果
実
は
赤
く

残
り
ま
す
。
昔
は
、
こ
の
材
木
で

丸
木
弓
を
作
っ
た
の
で
マ
ユ
ミ
の

名
前
が
つ
き
ま
し
た
。
民
家
の
庭

に
も
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

西
麻
植
幼
稚
園
　
℡
○24
９
１
７
２

知
恵
島
幼
稚
園
　
℡
○24
８
８
９
４

川
島
幼
稚
園
　
　
℡
○25
２
３
８
０

学
島
幼
稚
園
　
　
℡
○25
４
０
１
８

山
瀬
幼
稚
園
　
　
℡
○42
５
８
８
４

川
田
幼
稚
園
　
　
℡
○42
２
０
１
０

川
田
中
幼
稚
園
　
℡
○42
２
０
２
２

川
田
西
幼
稚
園
　
℡
○42
２
２
０
１

種
野
幼
稚
園
　
　
℡
○43
２
９
０
０

中
枝
幼
稚
園
　
　
℡
○43
２
０
０
４

「
遊
び
」
は
重
要
な
学
習

幼
稚
園
は
、
遊
び
を
大
切
に
し

た
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
に
思
い
切
り
遊
ぶ
こ

と
で
、
そ
の
後
の
学
び
や
創
造
性

が
豊
か
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
た
め
、
幼
稚
園
で
は
、
小

学
校
以
降
の
教
育
と
異
な
り
、
教

科
書
を
使
わ
ず
「
遊
び
」
中
心
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
「
遊
び
」
は
「
国
語
」
や
「
算

数
」
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
子
ど
も

の
将
来
に
と
っ
て
重
要
な
学
習
な

の
で
す
。

道
徳
性
の
芽
生
え
を
培
う

良
い
こ
と
や
悪
い
こ
と
の
区

別
、
他
人
へ
の
思
い
や
り
や
社
会

的
ル
ー
ル
を
育
て
る
な
ど
の
心
の

教
育
を
充
実
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

先
生
は
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど

も
を
よ
く
理
解
し
、
子
ど
も
が
自

ら
気
付
き
、
考
え
る
こ
と
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
集
団
生
活
を
通
し

て
道
徳
性
の
芽
生
え
を
培
う
よ
う

に
指
導
し
て
い
ま
す
。

名
水
百
選
の
『
江
川
湧
水
源

ゆ
う
す
い
げ
ん

』

か
ら
、
吉
野
川
の
雄
大
な
景
色
を

眺
め
な
が
ら
走
り
ま
せ
ん
か
？

と
き

３
月
５
日
（日）

と
こ
ろ

吉
野
川
南
岸
堤
防

コ
ー
ス

１０
㎞
（
鴨
島
〜
川
島
間
往
復
）

２１
㎞
（
鴨
島
〜
山
川
間
往
復
）

参
加
資
格

１６
歳
以
上

参
加
費

３
０
０
０
円

申
込
方
法

２
月
３
日
（金）
ま
で

に
、
申
込
書
に
参
加
費
を
添
え
て

吉
野
川
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委

員
会
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申

込
書
は
体
育
文
化
振
興
課
（
山
川

庁
舎
）、
支
所
地
域
課
（
鴨
島
・

川
島
・
美
郷
）
、
鴨
島
公
民
館
、

川
島
公
民
館
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。

吉
野
川
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委

員
会
（
市
体
育
文
化
振
興
課
内
）

℡
○42
４
１
１
７

第
５
回
吉
野
川
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
募
集

問
い
合
わ
せ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ち
ょ
っ
と
ぐ
ら
い
　
じ
こ
に
つ
な
が
る
　
気
の
ゆ
る
み

新
居
　
春
輝
（
種
野
小
学
校
四
年
）

1･2月の健康相談･健康（運動）教室
毎週（月）～（金）（祝日を除く）10：00～11：00 鴨島老人福祉センター

１
　
　
月

日

11

曜日

12

13

18

19

23

24

25

26

27

30

31

16

20

17

水

木

金

水

木

月

火

水

木

金

月

火

月

金

火

時　　間

９：30～10：00（受付）

10：00～11：30

９：30～10：30

10：00～11：30

９：30～10：30

10：00～11：00

10：00～11：00

13：30～14：30

９：00～９：30（受付）

10：00～11：00

13：30～14：30

９：30～10：30

９：30～10：30

９：30～10：30

10：00～11：00

14：00～16：00

９：30～10：30

９：30～10：30

13：30～14：30

10：00～11：00

13：00～14：30

13：30～14：30

９：30～10：30

10：00～11：00

10：00～11：00

10：00～11：30

９：30～10：30

９：00～12：00

９：30～10：30

13：30～14：30

９：30～11：00

９：30～10：30

場　　　所

川島公民館近久分館

上浦老人憩の家

中部農業構造改善センター

牛島地区公民館

川島公民館本町分館

鴨島南部老人憩の家

山川公民館

城山老人福祉センター

川島公民館学西分館

敷地老人憩の家

西川田福祉センター

川島老人福祉センター

中古井広域集落センター

こだま会館

森山地区公民館

川島庁舎

三ツ島西公会堂

東部集落センター

中枝老人憩の家

牛島地区公民館

知恵島老人憩の家

上浦老人憩の家

川島公民館

喜来老人憩の家

鴨島老人福祉センター

飯尾敷地コミュニティセンター

川島公民館敷地分館（旧敷地集会所）

西麻植地区公民館

鍛冶屋敷公会堂

東山老人憩の家

西麻植地区公民館

川島公民館山田分館

地区

川島

鴨島

山川

鴨島

川島

鴨島

山川

川島

川島

鴨島

山川

川島

美郷

川島

鴨島

川島

川島

美郷

美郷

鴨島

鴨島

鴨島

川島

鴨島

鴨島

鴨島

川島

鴨島

川島

美郷

鴨島

川島

内　　　　　容

健康相談＋運動教室

健康教室

健康相談＋体脂肪率測定

健康教室

健康相談

健康相談＋運動教室

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談

健康講演会「女性のがん・治療と予防」

健康相談

健康相談＋筋量測定

健康相談＋運動教室

健康相談＋体脂肪率測定

健康相談＋運動教室

健康相談＋体脂肪率測定

健康相談

健康相談＋体脂肪率測定

健康相談＋理学療法士による相談

健康教室

健康相談

健康教室

健康相談＋運動教室

健康相談

運動教室・筋量測定

健康相談

問
い
合
わ
せ
／
市
健
康
推
進
課
　

℡
○25
６
６
１
５

栄
養
相
談

（
あ
ら
か
じ
め
市
健
康
推
進
課
ま
で
お
電
話

く
だ
さ
い
。

（
℡
○２５
６
６
１
５
）

）
２
月
１４
日
（
火
）
10：

00
〜
11：
00

３
月
14
日
（
火
）
10：

00
〜
11：
00

健康体操･歩け歩けサークルのお知らせ
●健康体操：１月１７日（火）・２４日（火）・３１日（火）、２月７日（火）・１４日（火）・２１日（火）・２８日
（火）／１４：００～１５：００／山川公民館
●歩け歩けサークル：１月１６日（月）・２３日（月）・３０日（月）、２月６日（月）・１３日（月）・２０日
（月）・２７日（月）／９：３０～１０：３０／山川公民館に集合

２
　
　
月

日

２

曜日

木

８ 水

10

木

３ 金

９

金

６ 月

７ 火

時　　間

９：30～10：30

９：00～10：00

９：30～11：00

９：30～10：30

13：30～14：30

９：30～10：30

９：30～10：30

９：30～10：00（受付）

９：30～10：30

９：30～13：00

10：00～11：30

13：30～14：30

場　　　所

川島公民館久保田分館

東児島老人憩の家（旧東児島公民分館）

西麻植会館

川島公民館本町分館

城山老人福祉センター

川島公民館神後分館

山瀬地区公民館

川島公民館近久分館

こだま会館

中部農業構造改善センター

喜来老人憩の家

三山老人憩の家

地区

川島

川島

鴨島

川島

川島

川島

山川

川島

川島

山川

鴨島

美郷

内　　　　　容

健康相談＋運動教室

健康相談

健康相談＋運動教室

健康相談

健康相談

健康相談＋体脂肪率測定

健康相談

健康相談

健康相談

健康相談＋栄養教室（※申し込みが必要です16人まで）

健康教室

健康相談＋運動教室

※２月９日（木）の栄養教室参加ご希望の方は、２月２日（木）までに健康推進課へ申し込みください。
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
あ
ぶ
な
い
ぞ
　
い
そ
ぐ
気
持
ち
が
　
事
故
の
も
と

武
田
　
明
寧
（
森
山
小
学
校
五
年
）

男
女
が
平
等
に
な
る
と
い
う

こ
と
は
、
一
体
ど
う
い
う
こ
と

な
の
で
し
ょ
う
。
ど
ん
な
状
態

に
な
る
こ
と
が
「
男
女
平
等
」

な
の
で
し
ょ
う
か
。

男
性
も
女
性
も
、
な
ん
で
も

同
じ
に
す
れ
ば
平
等
に
な
る
と

い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
を
極
端
に
進
め
る
と
、
男
性
、

女
性
と
い
う
区
別
す
ら
、
な
く

さ
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
お

か
し
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

男
性
と
女
性
に
は
、
体
の
つ

く
り
な
ど
に
根
本
的
な
違
い
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ト
イ
レ

や
浴
場
、
更
衣
室
な
ど
は
男
女

に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
必
要
な
「
区
別
」
で
す
。

「
男
女
区
別
」
と
「
男
女
差
別
」

を
取
り
違
え
て
は
な
ら
な
い
の

で
す
。

男
女
共
同
参
画
を
考
え
る
う

え
で
重
要
な
の
は
、
男
性
も
、

女
性
も
一
人
の
人
間
と
し
て
尊

重
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

例
え
ば
こ
の
連
載
に
も
、

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
な

ど
と
い
う
性
別
に
よ
る
役
割
分

担
意
識
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
、

と
い
う
こ
と
を
何
度
か
書
き
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
決
し
て
仕
事

に
打
ち
込
む
男
性
や
、
家
庭
の

主
婦
の
生
き
方
を
批
判
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
々
の

能
力
や
希
望
に
応
じ
て
、
性
別

に
関
係
な
く
チ
ャ
ン
ス
を
平
等

に
与
え
ら
れ
る
こ
と
、
そ
れ
こ

そ
が
「
男
女
平
等
」
な
の
で
す
。

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご

感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
企
画
政
策
課
℡
○22
２
２
２
１

Ｅ
メ
ー
ル

kikaku@
city.yoshinogaw

a.
lg.jp

考
え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画

男
女
平
等
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
　

一
人
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て

本
校
の
人
権
教
育
を
進
め
る
上

で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

活
動
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

ま
ず
一
つ
は
人
権
集
会
で
す
。

今
か
ら
二
十
数
年
前
、
障
害
児
学

級
に
通
う
生
徒
の
思
い
を
、
全
校

生
徒
に
分
か
っ
て
も
ら
お
う
、
知

っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
試
み
が
き

っ
か
け
で
始
ま
り
ま
し
た
。
生
徒

に
よ
る
意
見
発
表
や
、
参
加
者
全

員
で
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、
自

分
自
身
の
生
き
方
を
一
人
ひ
と
り

が
振
り
返
り
ま
す
。

次
に
、
鴨
島
養
護
学
校
と
の
交

流
会
で
す
。
鴨
島
一
中
か
ら
分
か

れ
て
療
養
所
に
養
護
学
級
が
開
設

さ
れ
、
後
に
鴨
島
養
護
学
校
と
な

り
ま
し
た
。
お
互
い
に
学
校
の
文

化
祭
や
運
動
会
に
参
加
、
交
流
す

る
こ
と
を
こ
れ
ま
で
続
け
て
き
ま

し
た
。

個
性
や
思
い
に
気
付
き
、
接
し
、

共
に
交
流
す
る
こ
と
で
、
自
然
と

優
し
さ
が
あ
ふ
れ
て
き
ま
す
。
最

初
は
養
護
学
校
生
に
ど
う
接
し
て

い
い
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
一
中

生
も
、
相
手
を
理
解
す
る
こ
と
で
、

自
分
か
ら
声
を
掛
け
た
り
、
進
ん

で
補
助
を
し
た
り
す
る
な
ど
、
ず

い
ぶ
ん
積
極
的
に
交
流
が
図
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
手
紙
が
届

人
権
と
ぴ
っ
く
す

人
権
学
習
は

中
途
半
端
に
し
た
ら
し
ん
ど
い

本
気
で
し
た
ら
お
も
し
ろ
い

―
鴨
島
第
一
中
学
校
―

問
い
合
わ
せ

本
校
の
校
訓
は
「
敬
・
愛
・
信
」

で
す
。
人
を
敬
い
、
愛
し
、
信
じ

合
え
る
仲
間
づ
く
り
、
人
権
教
育

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

鴨
島
養
護
学
校
と
の
交
流
会
に
て

（
９
月
１６
日
）

問
い
合
わ
せ

い
た
り
す
る
な
ど
、
本
当
の
心
か

ら
の
交
流
が
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

本
校
の
中
央
廊
下
に
こ
ん
な
パ

ネ
ル
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

”人
権
学
習
は
　
中
途
半
端
に
し
た

ら
し
ん
ど
い
　
本
気
で
し
た
ら
お

も
し
ろ
い
“

こ
れ
は
本
校
卒
業
生
が
、
数
年

前
の
人
権
集
会
の
中
で
意
見
発
表

し
た
時
の
こ
と
ば
で
す
。
皆
さ
ん

に
と
っ
て
人
権
学
習
は
ど
う
で
す

か
？
　
無
関
心
、
他
人
事
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？
　

目
の
前
に
い
る
子
ど
も
た
ち
す
べ

て
の
幸
せ
な
社
会
を
願
い
、
私
た
ち

は
人
権
学
習
を
通
じ
て
、
本
気
で
自

分
の
生
き
方
や
人
権
の
大
切
さ
を
学

び
、
子
ど
も
や
保
護
者
、
地
域
の

方
々
と
共
に
差
別
と
闘
い
正
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感

想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
生
涯
学
習
課
内
）

℡
○42
４
１
１
５
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
あ
わ
て
ず
に
　
ふ
み
し
め
歩
く
　
歩
道
橋

梶
田
　
咲
果
（
川
田
西
小
学
校
五
年
）

し
か
し
、
昭
和
の
高
度
経
済
成

長
期
に
は
い
る
と
、
全
国
的
に
１

次
産
業
が
低
迷
す
る
と
と
も
に
、

労
働
力
は
よ
り
高
収
入
が
得
ら
れ

山川町 

西川田地区 

第
三
回

西
川
田
稲
作
機
械
共
同
利
用
組
合

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
農
業

経
営
の
効
率
性
が
強
く
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
地
区
で
は

機
械
利
用
の
共
同
化
や
担
い
手
不

前
中
ま
で
。（
締
切
日
が
土
・
日
・

祝
日
の
場
合
は
翌
日
ま
た
は
翌
々

日
。）
そ
れ
以
降
の
提
出
分
に
つ
い

て
は
翌
月
審
議
と
な
り
ま
す
。

②
議
案
書
作
成
と
調
査

受
理
し
た
許
可
申
請
書
に
基
づ

き
議
案
書
を
作
成
し
、
各
農
業
委

員
へ
送
り
ま
す
。
各
担
当
地
区
の

農
業
委
員
が
案
件
に
つ
い
て
調
査

し
ま
す
。

③
議
案
審
議

毎
月
１
回
市
の
定
例
会
を
開
催

し
、
案
件
に
つ
い
て
審
議
し
ま
す
。

定
例
会
開
催
日

毎
月
２５
日
。
１２

月
だ
け
は
１８
日
。（
開
催
日
が
土
・

日
・
祝
日
の
場
合
は
そ
の
前
後
）

④
県
知
事
へ
の
送
付
と
許
可

市
の
定
例
会
で
審
議
し
、
可
と

な
っ
た
許
可
申
請
書
に
意
見
書
を

付
し
て
県
知
事
へ
送
り
ま
す
。

県
の
審
査
（
翌
月
２０
日
前
後
）

を
経
て
、
市
農
業
委
員
会
に
許
可

証
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
県
知
事
か
ら
許
可

が
下
り
る
の
は
、
早
く
と
も
申
請

し
た
翌
月
末
ま
た
は
翌
々
月
の
初

め
に
な
り
ま
す
。

※
県
か
ら
許
可
証
が
届
き
次
第
、
申

請
者
に
連
絡
し
ま
す
。
受
け
取
り
に

は
、
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

市
農
業
委
員
会
℡
○22
２
２
２
７

る
他
産
業
へ
流
出
し
、
農
村
で
は

農
家
戸
数
の
減
少
や
兼
業
化
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
西

川
田
地
区
で
も
兼
業
農
家
が
増
え
、

農
作
業
に
費
や
す
時
間
が
縮
小
さ

れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
田
植
え
や

収
穫
作
業
の
遅
延
が
目
立
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
こ
ろ
、
少
な
い
労
働

力
で
生
産
効
率
を
向
上
さ
せ
よ
う

と
、
工
業
の
発
達
と
と
も
に
農
業

の
機
械
化
が
急
速
に
進
み
普
及
し

ま
し
た
が
、
小
規
模
農
家
が
多
い

こ
の
地
域
の
農
家
に
と
っ
て
は
使

用
頻
度
の
少
な
い
高
額
な
機
械
を

整
備
す
る
こ
と
は
大
変
負
担
の
大

き
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

山
川
町
西
川
田
地
区
は
吉
野
川

市
の
最
西
端
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

明
治
中
ご
ろ
か
ら
大
正
に
か
け
て
耕

地
整
理
が
行
わ
れ
、
吉
野
川
を
水
源

と
す
る
豊
富
な
水
資
源
と
肥
沃
ひ
よ
く

な
土

壌
を
生
か
し
、
１
０
０
ha
ほ
ど
の
広

大
な
水
田
で
水
稲
作
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

足
の
克
服
を
め
ざ
し
た
共
同
体
組

織
と
し
て
、
西
川
田
稲
作
機
械
共

同
利
用
組
合
を
昭
和
４５
年
に
設
立

し
ま
し
た
。

活
動
の
中
心
は
、
定
年
退
職
者

な
ど
の
高
齢
者
、
組
合
員
は
現
在

６３
人
で
す
べ
て
兼
業
農
家
で
す
。

設
立
と
同
時
に
公
的
支
援
を
得
て

水
稲
用
機
械
を
購
入
し
、
そ
の
後

も
必
要
に
応
じ
て
機
械
整
備
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

機
械
の
共
同
利
用
の
他
に
育
苗

資
材
や
肥
料
等
の
共
同
購
入
、
稲

苗
の
育
苗
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
（
機

械
の
操
作
員
）
に
よ
る
田
植
え
・

収
穫
な
ど
の
農
作
業
の
請
負
も
行

う
よ
う
に
な
り
、
兼
業
農
家
の
過

剰
投
資
が
軽
減
さ
れ
る
と
と
も
に
、

減
少
す
る
労
働
力
が
補
え
、
安
定

し
た
米
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

担
い
手
不
足
や
耕
作
放
棄
地
の

増
加
な
ど
現
代
の
農
業
が
多
く
の

課
題
を
抱
え
る
中
、
農
業
集
落
の

組
織
化
に
よ
る
経
営
合
理
化
を
図

る
こ
と
は
、
小
規
模
農
家
が
多
い

吉
野
川
市
で
は
、
有
効
な
手
段
の

一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

市
農
業
振
興
課
農
業
振
興
係

℡
○22
２
２
２
８

無
断
転
用
を
防
止
し
て

大
切
な
農
地
を
守
ろ
う

☆
農
地
を
農
業
以
外
の
目
的
で
利

用
す
る
（
転
用
）
に
は
県
知
事
の

許
可
が
必
要
で
す
。

１
、
転
用
の
種
類

農
地
法
第
４
条
と
第
５
条

転
用
に
は
農
地
の
所
有
者
が
農

地
を
転
用
す
る
場
合
（
農
地
法
第

４
条
）
と
、
農
地
の
転
用
を
目
的

に
第
三
者
に
権
利
を
移
転
・
設
定

（
売
買
・
貸
借
等
）
す
る
場
合
（
農

地
法
第
５
条
）
が
あ
り
ま
す
。

ど
ち
ら
も
市
農
業
委
員
会
に
許

可
申
請
書
を
提
出
し
、
県
知
事
か

ら
許
可
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
た
だ
し
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
市

街
化
区
域
内
農
地
を
転
用
す
る
場
合

は
、
市
農
業
委
員
会
に
届
け
出
る
だ
け

で
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。）

２
、
許
可
が
下
り
る
ま
で
の
流
れ

①
許
可
申
請
書
の
提
出
と
受
理

所
定
の
許
可
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
関
係
書
類
を
添
付

の
上
、
市
農
業
委
員
会
（
市
役
所
）

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
締
切
日

毎
月
１０
日
の
午
前

中
ま
で
。
１２
月
だ
け
は
３
日
の
午
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『
に
ん
ぷ
読
本
』水

野
真
紀
　
著

図
書
だ
よ
り 

☆
話
題
の
新
刊
☆

川
島
図
書
館
　
　
℡
○25
３
１
４
１

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

℡
○24
５
１
１
１

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

◆
１
月
・
２
月
の
休
館
日

特
別
資
料
整
理
期
間
（
図
書
館

◆
開
室
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時
（
土
・
日
曜
日
は
正
午
〜
午

後
１
時
ま
で
閉
室
し
ま
す
）

◆
１
月
・
２
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
１０
時
３０
分

か
ら
／
鴨
島
公
民
館
２
階
絵
本

室
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
手
作
り
大
型
紙

芝
居
な
ど
。

◆
新
刊
情
報

『
心
霊
探
偵
八
雲
４
』神

永
学
　
著

『
亡
命
者
』

大
沢
在
昌
　
著

『
逃
げ
ろ
光
彦
』
内
田
康
夫
　
著

『
新
リ
ア
王
　
上
・
下
』

高
村
薫
　
著

『
魔
王
』

伊
坂
幸
太
郎
　
著

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
導
入
の
た
め
）
１２

月
１４
日
（水）
か
ら
１
月
２０
日
（金）
ま
で
、

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
資
料
整
理

日
（
１
月
３１
日
（火）
、
２
月
２８
日
（火）
）

●
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
各
館
・
室
の
新
刊
コ
ー
ナ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
場
合
は
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ
ス
ト
は
各
館
・
室
で
、
い
つ
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協
力
車
巡
回
日
　
１
月
１３
日
（金）
・
２０
日
（金）
・
２７
日
（金）

●
川
島
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協
力
車
巡
回
日
　
１
月
２７
日
（金）

◆
開
室
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
１
月
・
２
月
の
休
室
日

木
曜
日

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

◆
１
月
・
２
月
の
休
館
日
　
月
曜

日
、月
末
図
書
整
理
日（
１
月
３１
日

（火）
、
２
月
２８
日
（火）
）、
２
月
１１
日
（土）

◆
お
は
な
し
会

１
月
１４
日
（土）
の
午
後
１
時
３０
分
か

ら
（
約
３０
分
間
）

２
月
２５
日
（土）
の
午
前
１０
時
３０
分
か

ら
（
約
１
時
間
）

◆
映
画
会

１
月
２１
日
（土）
、
２
月
４
日
（土）
・
１８

日
（土）
の
午
後
１
時
３０
分
か
ら
（
約

２
時
間
）

◆
お
は
な
し
隊
来
館

２
月
２５
日
（土）
午
前
１０
時
３０
分
か
ら

（
約
１
時
間
）

た
の
し
い
「
お
は
な
し
」
を
た
く

さ
ん
の
せ
て
「
お
は
な
し
隊
」
の

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が
来
ま
す
。
プ

レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

◆
図
書
館
つ
う
し
ん
（
２
月
１
日

発
行
）
新
着
図
書
案
内
・
行
事
予

定
な
ど
を
掲
載
。
各
館
・
室
で
配

付
し
て
い
ま
す
。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
交
差
点
　
一
瞬
の
　
気
の
ゆ
る
み
が
　
命
と
り

岡
部
　
有
香
（
川
島
小
学
校
六
年
）

本
年
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
愛
さ

れ
る
図
書
館
・
図
書
室
を
め
ざ
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

長
期
休
館
等
で
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
が
、
１
月
２０
日
に
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
・
シ
ス
テ
ム
の
導
入

が
完
了
し
ま
す
。
今
後
、
新
し
い

利
用
券
で
、
市
内
す
べ
て
の
図
書

館
（
室
）
が
利
用
で
き
ま
す
。

◎
図
書
貸
出
冊
数

一
人
合
計
１０

冊
ま
で
〔
図
書
館
（
室
）
に
よ
っ

各
図
書
館
（
室
）
の
旧
利
用
券

を
お
持
ち
の
方
は
、
新
し
い
利
用

券
に
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。

※
旧
鴨
島
町
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
の
貸
出
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
各

山
川
図
書
館
　
　
℡
○42
５
２
２
２

〜
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
〜

１
月
20
日
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
シ

ス
テ
ム
の
導
入
が
完
了
し
ま
す
。

利
用
券
の
変
更
を

新しい利用券

て
は
Ｃ
Ｄ
等
視
聴
覚
資
料
も
借
り

ら
れ
ま
す
〕

◎
図
書
貸
出
期
間

２
週
間

『
虹
色
に
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
』

熊
谷
達
也
　
著

『
夜
市
』

恒
川
光
太
郎
　
著

『
蝶
舞
う
館
』

船
戸
与
一
　
著

『
探
偵
は
黒
服
』
藤
田
宜
永
　
著

『
Ｂ
ラ
ン
ク
の
恋
人
』

平
安
寿
子
　
著

『
水
滸
伝
１９
』

北
方
謙
三
　
著

『
北
方
水
滸
伝
読
本
　
替
天
行
道
』

北
方
謙
三
　
著

『
シ
ャ
ン
グ
リ
・
ラ
』

池
上
永
一
　
著

◆
児
童
書
・
絵
本

『
ウ
ル
メ
ル
　
氷
の
中
か
ら
現
わ
れ

る
』

マ
ル
ク
ス
・
ク
ル
ー
ゼ
　
著

『
み
ん
な
み
ん
な
　
な
か
よ
し
』

つ
ち
だ
よ
し
は
る
　
著

『
ク
リ
ス
マ
ス
を
さ
が
し
に
』

リ
ー
ス
ベ
ッ
ド
・
ス
レ
ー
ヘ
ル
ス
著

学
校
・
社
会
教
育
団
体
等
の
代
表

者
の
方
も
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。

（
川
島
図
書
館
の
み
で
変
更
の
手

続
き
を
行
い
ま
す
。）

美
郷
図
書
室（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

℡
○43
２
８
１
１
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青
少
年
育
成
補
導 

感
　
動

鴨
島
東
中
学
校
　
林
　
沙
也
加

感
動
は

み
ん
な
が
が
ん
ば
り

勝
ち
と
る
も
の

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず

必
死
に
応
援
す
る

声
が
か
れ
る
ま
で
…

感
動
は

み
ん
な
が
協
力
し
て

つ
く
り
出
す
も
の

一
人
ひ
と
り
の
存
在
を

確
か
め
合
い

一
人
ひ
と
り
の
涙
が

一
つ
の
絆

き
ず
な
と
な
っ
て
い
く
…

（
阿
波
・
麻
植
中
学
生
文
集
「
さ
わ
ら
び
」
第
49
号
よ
り
）

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

℡
○25
６
６
２
０
FAX
○25
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/ikuseicen

ter/ 連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト
　
か
ぶ
っ
て
そ
ん
す
る
　
こ
と
は
な
い

山
口
　
美
緑
（
川
田
小
学
校
六
年
）

昨
年
末
、
広
島
県
と
栃
木
県
の

小
学
一
年
生
の
女
児
が
相
次
い
で

殺
害
さ
れ
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事

件
が
発
生
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
不
幸
な
出
来
事
を

未
然
に
防
ぐ
に
は
、
や
は
り
地
域

の
力
を
結
集
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。「
地
域
が
守
り
育
て
る
子
ど

も
た
ち
」
を
合
言
葉
に
、
わ
た
し

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
次
の

よ
う
な
行
動
で
子
ど
も
た
ち
を
守

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
登
下
校
中
の
子
ど
も
た
ち
に

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」「
さ

よ
う
な
ら
。」
な
ど
の
声
か
け
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
散
歩
や
庭
の
手
入
れ
な
ど
を
子

ど
も
た
ち
の
登
下
校
の
時
間
帯
に

合
わ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
通
学
路
に
大
人
の
目
を

む
け
ま
し
ょ
う
。

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
新
た
な
る
希
望
に
満
ち
た
年
を

迎
え
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

感
動
体
験
の
積
み
重
ね
が
、
人
を
大
き
く
成
長
さ
せ
る
の

で
す
。
そ
ん
な
一
年
に
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

不
審
者
か
ら

子
ど
も
を
守
ろ
う

●
万
一
、
不
審
な
場
面
に
遭
遇
し

た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
１
１
０

番
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

●
気
軽
に
ア
ク
セ
ス
・
登
録
を
し

な
い
。

●
掲
示
板
の
書
き
込
み
を
う
の
み

に
し
な
い
。

●
自
分
の
住
所
や
電
話
番
号
を
気

軽
に
教
え
な
い
。

●
誘
い
や
呼
び
出
し
に
は
応
じ
な

い
。

●
身
に
覚
え
の
な
い
料
金
や
請
求

に
は
応
じ
な
い
。

出
会
い
系
サ
イ
ト
に

気
を
つ
け
よ
う

＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊

怪
傑
　
講
師
団
活
躍
中

地
元
の
人
権
教
育
啓
発
講
師
団

が
人
権
問
題
解
決
の
た
め
、
各
地

で
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

講
師
団
紹
介
③

講
演
テ
ー
マ

「
人
権
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」

「
出
会
え
て
本
当
に
よ
か
っ
た
」

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

山
川
町
出
身
。
県
教
育
委
員
会

派
遣
社
会
教
育
主
事
。

小
学
校
か
ら
さ
ら
に
社
会
に
フ

ィ
ー
ル
ド
を
広
げ
、
人
権
教
育
を

推
進
。
講
演
で
は
「
車
内
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
」
が
人
気
。
自
由
な
発
想

で
ポ
ン
ポ
ン
と
意
見
が
飛
び
か
う
。

地
元
・
現
場
・
人
を
大
切
に
地
域

密
着
の
話
は
心
が
動
く
。

子
ど
も
た
ち
に
明
る
い
未
来
を

つ
な
ぐ
た
め
、「
人
権
」
の
扉
を
開

け
て
。
さ
あ
、「
徹
子
の
部
屋
」
へ

よ
う
こ
そ
。

市
人
権
課
℡
○22
２
２
２
９

松原
まつばら

徹
てつ

子
こ

問
い
合
わ
せ
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休日･夜間在宅当番医表

医　院　名

渡 辺 医 院

四 宮 医 院

松 永 医 院

杉 山 医 院

梶本胃腸科内科

矢 田 医 院

木村内科胃腸科

筒井クリニック

谷 医 院

鈴木内科（敷地）

阿 部 整 形 外 科

和田耳鼻咽喉科

鈴木内科（喜来）

大 内 整 形 外 科

工 藤 内 科 医 院

電話番号

24－7177

25－2016

42－2110

25－2802

24－2413

25－2006

24－6413

24－3300

42－2353

24－5880

24－4880

24－2566

24－3413

24－3058

42－3113

1月

11

12

13

14

○15
16

17

18

19

20

21

○22
23

24

25

2月

17

21

22

23

24

25

18

27

医　院　名

山下耳鼻咽喉科クリニック

糸 田 川 眼 科

古 本 胃 腸 科

さ く ら 診 療 所

かなめ小児科内科クリニック

岡田医院（川島）

糸田川クリニック

後 藤 田 外 科

美 摩 病 院

岸 整 形 外 科

電話番号

42－7533

24－2531

24－7377

42－5520

26－0310

25－3566

24－7555

24－2720

24－2957

25－3133

1月 2月

10

○11
○12
13

14

15

16

○19
○26
28

医　院　名

井 内 内 科

高橋皮膚科クリニック

島 野 外 科 内 科

石 原 小 児 科

杏 和 医 院

中西内科クリニック

タ ナ カ 医 院

鴨島耳鼻咽喉科

いぬい産科婦人科クリニック

リバーサイドクリニック岡田

大 久 保 診 療 所

石原内科循環器科

グリーン耳鼻咽喉科

森 住 内 科 医 院

麻名内科外科クリニック

電話番号

24－3070

24－5122

25－3060

24－2388

22－0333

42－6755

22－1800

24－8070

22－1230

24－8884

24－1703

24－2536

24－2488

22－3010

26－0020

1月

26

27

28

○29
30

31

2月

20

1

2

3

4

○5
6

7

8

9

【小児救急医療体制】日曜日の９時～18時、

小児科専門医が診てくれます。

●麻植協同病院℡○24 2101
●阿波病院（第１･３･５週だけ）℡○36 5151

●平日／17時～23時　　●休日／８時～23時
※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。
●○印は、休日診療日です。
●徳島中央テレビ２チャンネルでも放送しています。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。 ●問い合わせ／市健康推進課℡○25 6615

広
報
よ
し
の
が
わ
 

広
報
よ
し
の
が
わ
 １
 
１
 

１ ２・ 月

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に

な
る
と
、
防
寒
の
不
完
全
な
水
道

管
は
凍
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り
し

ま
す
。
特
に
多
い
の
は
次
の
よ
う

な
と
こ
ろ
で
す
。

①
水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ

②
水
道
管
が
北
向
き
に
あ
る
と
こ

ろ③
水
道
管
の
あ
る
場
所
が
風
当
た

り
の
強
い
と
こ
ろ

ま
ず
、
止
水
栓
を
し
め
て
水
を

止
め
ま
す
。
そ
し
て
、
破
裂
し
た

部
分
に
布
か
テ
ー
プ
を
巻
き
つ
け

て
応
急
手
当
を
し
て
か
ら
、
最
寄

り
の
水
道
工
事
店
へ
修
理
を
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か

ら
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け

て
解
か
し
ま
す
。
熱
湯
を
か
け
る

と
破
裂
や
ヒ
ビ
割
れ
を
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
累
計
は
１
月
か
ら
の
も
の

火　　災

救急出動

10
月

累
計

10
月

累
計

0件

16件

117件

1351件

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

今
月
の
納
税
・
保
険
料

国
民
健
康
保
険
税
　
第
６
期

介
護
保
険
料
　
　
　
第
４
期

納
期
限
　
　
　
　
１
月
31
日
（火）

平成17年12月１日現在

市民のうごき
住民基本台帳（前月比） 外国人登録（前月比）

計　　46,893人　（－38）

男　　22,312人　（－13）

女　　24,581人　（－25）

世帯数　16,840世帯（＋10）

※65歳以上人口

計12,510人　男5,061人　女7,449人

402人（＋33）

62人（＋３）

340人（＋30）

363世帯（＋33）

〈人権相談〉
１月11日（水）
１月12日（木）
２月８日（水）
２月９日（木）

13：00～16：00
９：00～12：00
13：00～16：00
９：00～12：00

山川庁舎会議室
飯尾敷地コミュニティセンター
美郷庁舎会議室
飯尾敷地コミュニティセンター

〈行政相談〉

〈司法書士会による無料法律相談〉

問
い
合
わ
せ

2006年（平成18年）１月11日第16号

広報よしのがわ 22

●
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き

●
水
道
が
凍
っ
て
出
な
い

と
き

新
築
な
ど
で
新
た
に

給
水
管
の
施
工
を
す

る
と
き

１月12日（木）
２月６日（月）
２月７日（火）
２月９日（木）

９：00～12：00
９：00～12：00
13：00～16：00
９：00～12：00

市役所１階相談室
山川庁舎会議室
川島公民館
市役所１階相談室

１月20日（金） 10：00～12：00 市役所１階相談室

市
水
道
課
　
　
　
℡
○42
３
１
９
９

新
築
な
ど
で
給
水
管
を
新
設
・

増
径
す
る
と
き
は
、
市
指
定
水
道

工
事
店
を
と
お
し
て
給
水
工
事
申

請
書
を
水
道
課
へ
提
出
し
て
か
ら

施
工
し
て
く
だ
さ
い
。


